
自己評価

自己評価

■ ●　　循環器・脳脊髄センターは、保健師
　など発症予防の指導的役割を担う者に
　対し、保健指導者講習会を開催する。

○　　循環器・脳脊髄センターは、秋田県
　脳卒中予防推進委員会に参画する委員
　として県及び県医師会と共同で、「令
　和元年度脳心血管病予防のための保健
　指導者講習会」を開催した。
　・保健指導者講習会        　　２回

●　　リハセンは、発症予防の指導的役割
　を担う者に対する保健指導者講習会の
　開催に向けて検討する。

○　　リハセンは、発症予防の指導的役割
　を担う者に対する保健指導者講習会の
　開催に向けて、講習内容を検討した。

●　　循環器・脳脊髄センターは、従来の
　脳ドックに循環器の検査項目を加えた
　脳・心臓ドックの実施を検討する。

○　　循環器・脳脊髄センターは、脳ドッ
　クについて、循環器の検査項目の追加
　を検討した。

●　　両センター一体となり、認知症ドッ
　クについて実施に向けた課題を検討す
　る。

○　　両センター一体となり、認知症ドッ
　クの将来的な実施に向けて検討した。
　循環器・脳脊髄センターは、アミロイ
　ドＰＥＴの研究利用について準備を始
　めた。リハセンは、認知症の検査項目
　を追加した脳ドックについて準備を進
　めた。

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値
指導者講習会開催回数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)  １回

指導者講習会開催回数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)   　　 １回

指導者講習会開催回数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)   　　　　２回

指導者講習会開催回数
（ﾘﾊｾﾝ）　　　　　　　１回

指導者講習会開催回数
（ﾘﾊｾﾝ）　　　　　　　　　 　－回

指導者講習会開催回数
（ﾘﾊｾﾝ）　　　　　　　　　 　　 ０回

検診件数(全体)　 　1,475回 検診件数(全体)　 　　　 　1,277回 検診件数(全体)　　　　　　   1,303回

Ⅰ　県民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

年　度　計　画　の　項　目 年　度　計　画　に　係　る　実　績

１　質の高い医療の提供

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

地方独立行政法人秋田県立病院機構の業務の実績（令和元年度）

Ａ

Ａ

Ａ（１）発症予防に向けた取組

　行政や各種団体が行う脳卒中、心
疾患、認知症の発症予防活動がより
効果的に行われるよう、県の中心的
な専門医療機関として新たな知見や
研修の機会を提供する。
　従来の脳ドックに加え、心臓ドッ
クや高度な診断機器を活用した認知
症ドックなど検診の充実に努め、両
センターが一体となり予防効果の向
上に取り組む。
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自己評価

■　脳と循環器の包括的医療に関し
ては、脳神経系と循環器系の専門
医が共同で医療を提供する脳心血
管病診療部の充実などにより体制
を強化する。

●　　脳と循環器の包括的医療に関しては、
　体制強化のため医師を増員する。

○　　医師数は減少したが、急性心筋梗塞
　の治療が可能となり、脳と循環器の包
　括的医療体制の強化につながった。

　脊髄･脊椎疾患の医療に関して
は､高齢者が日常生活能力を維持し
生活の質を確保できるよう最新医
療を提供する。

●　　脊髄・脊椎疾患の医療に関しては、
　高齢者の生活の質確保を目的に、脊椎
　固定装置を使用した低侵襲腰椎固定術
　等の最新医療を提供する。

○　　脊髄・脊椎疾患の医療に関しては、
　63歳から76歳の腰椎すべり症の患者６
　人に新規脊椎インプラントを用いて腰
　椎固定術を行った。
　・新規脊椎インプラント腰椎固定術
　・平成30年６月　薬事法の承認取得
　・令和元年12月　保険収載

　リハビリテーション医療に関し
ては、回復期リハビリテーション
病棟の増床、心臓リハビリテー
ションを含めた訓練室の拡充、リ
ハビリテーション療法士のリハセ
ンとの積極的な人事交流などによ
り体制を強化する。

●　　リハビリテーション医療に関しては、
　体制を強化するために、心臓リハビリ
　テ－ションを含めた訓練室の整備を進
　めるとともに、リハビリテーション療
　法士の増員やリハセンとの人事交流を
　行う。

○　　リハビリテーション医療に関しては、
　東棟に心臓リハビリテーション室を整
　備した。また、リハビリテーション療
　法士の増員を図り、リハセンとの人事
　交流を実施した。
　・人事交流　　　　　　　　　　１人

　認知症医療に関しては、高度な
診断機器も活用し認知機能検査体
制の充実に努める。

●（なし） ○（なし）

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

全医師数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ) 　44人

全医師数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　　　 34人

全医師数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　 　　24人

最新の脊椎固定装置(ﾃｰﾗｰﾒｲﾄﾞｲﾝﾌﾟ
ﾗﾝﾄ)を使用した低侵襲腰椎固定術
の件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 15件

最新の脊椎固定装置(ﾃｰﾗｰﾒｲﾄﾞｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ)を使
用した低侵襲腰椎固定術の件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)   　　　  １件

最新の脊椎固定装置(ﾃｰﾗｰﾒｲﾄﾞｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ)を使
用した低侵襲腰椎固定術の件数
(循脳)　　　　　　　 　　　　　 ６件

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ療法士数(循脳)43人 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ療法士数(循脳)　　　　43人 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ療法士数(循脳)　　  　39人

PETを利用した認知症の検査数
(全体)　　　　　　　　　24人

PETを利用した認知症の検査数
(全体)　　　　　　　　　　　　　－人

PETを利用した認知症の検査数
(全体)　　　　        　　　　　０人

（２）政策医療の提供 Ｂ

年　度　計　画　の　項　目中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

Ｂ

年　度　計　画　に　係　る　実　績

　①　循環器・脳脊髄センター
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自己評価

■　リハビリテーション医療に関し
ては、循環器・脳脊髄センターと
の積極的な人事交流を行い、ロ
ボットによる訓練支援や最新のリ
ハビリテーション療法の導入など
により治療効果の向上に努め、整
形外科的疾患も含めた幅広い分野
のリハビリテーションを提供する
とともに、県が運営する高次脳機
能障害相談・支援センターにおい
て相談・支援業務を行う。

●　　リハビリテーション医療に関しては、
　ロボットによる訓練支援やバーチャル
　リアリティ（ＶＲ）など最新のリハビ
　リテーション療法を導入するとともに、
　循環器・脳脊髄センターと人事交流を
　実施する。また、整形外科的疾患も含
　めた幅広い分野のリハビリテーション
　を提供する。

○　　リハビリテーション医療に関しては、
　ロボットによる訓練支援を実施したほ
　か、脳卒中片麻痺手指の患者に対して
　バーチャルリアリティ（ＶＲ）を用い
　た機能訓練を実施し、効果検証を行っ
　た。循環器・脳脊髄センターと人事交
　流を実施し、職員の資質向上に努めた。
　整形外科的疾患等も含めた幅広い分野
　にリハビリテーションを提供した。
　・促通機能付き上肢リーチングロボッ
　　トCoCoroeAR2　　　　　　　 180件
　・上肢リハビリテーション支援
　　ロボット   　　　　　　　　 20件
　・ロボットスーツHAL　 　　　 180件
　・人事交流　　　　　　　　　　１人

●　　県が運営する高次脳機能障害相談・
　支援センターにおいて相談・支援業
　務を行う。

○　　県が運営する高次脳機能障害相談・
　支援センターにおいて相談・支援業務
　を行った。
　・相談件数　 　 　　　　　　 356件
　・高次脳機能障害支援者研修会 102人

　精神医療に関しては、リハビリ
テーションや短期集中治療の推
進、新たな治療法の導入などによ
り治療効果の向上に努めるととも
に、医療観察法に基づく鑑定入
院・待機入院を速やかに受け入
れ、指定通院については関係機関
と連携し支援体制の充実に努め
る。

●　　精神医療に関しては、生活行為の向
　上を図るためのリハビリテーションを
　推進するため多職種で検討する。また、
　治療抵抗性統合失調症に対してクロザ
　ピン療法を導入し、薬物治療抵抗性う
　つ病に対しては反復経頭蓋磁気刺激法
　の導入準備を進める。

○　  精神医療に関しては､多職種で､患者
　個々のケースカンファレンスを行い生
　活行為の向上を図るためのリハビリテ
　ーションを推進した。退院後の生活支
　援として、多職種による退院前訪問や
　服薬指導を中心とした集団療法を行っ
　た。
　　また、治療抵抗性統合失調症に対し
　てクロザピン療法を、薬物治療抵抗性
　うつ病に対して反復経頭蓋磁気刺激法
　を導入し治療を開始した。
　・多職種による退院後に向けた生活支
　　援（退院前訪問）　　　　　　11件
　・クロザピン療法　　　　　　  ２件
　・磁気刺激療法　　　　　　　  ２件

●　　医療観察法に基づく鑑定入院・待機
　入院を速やかに受け入れるとともに、
　指定通院については、関係機関との連
　携強化に向けて検討する。

○　　医療観察法の鑑定入院・待機入院に
　ついて受入実績はなかった。
　　指定通院については、地域ケア会議
　へ参加し関係機関との連携強化に努め
　た。

Ａ

年　度　計　画　に　係　る　実　績中　　期　　計　　画　　の　　項　　目 年　度　計　画　の　項　目

　②　リハセン
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自己評価

●　　認知症医療に関しては、診療科にと
　らわれず横断的に認知症診療を行う。
　また、ＰＥＴを利用した認知症の検査
　について循環器・脳脊髄センターと共
　同で検討する。

○　　認知症の多様な原因疾患の鑑別につ
　いて他施設からの依頼に対して神経放
　射線学的検査及び神経心理学的検査に
　よる詳細な鑑別診断を行い、診療科に
　とらわれず横断的に適確な薬物療法及
　びリハビリテーションを実施した。ま
　た、循環器・脳脊髄センターと共同で、
　認知症検査の将来的な実施に向けて検
　討した。
　・他施設からの急性精神症状患者の対
　　応依頼　　 　　　　　　　　326件
　・詳細な鑑別診断（髄液検査）　６件
　・日本認知症学会専門医取得　　２人

●　　県が運営する認知症疾患医療センタ
　ーにおいて医療を提供する。

○

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

ロボットスーツＨＡＬによる訓練
件数(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　  130件

ロボットスーツＨＡＬによる訓練件数
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　　　　 130件

ロボットスーツＨＡＬによる訓練件数
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　　　　 180件

磁気刺激による治療件数
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　400件

磁気刺激による治療件数
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　　　　　－件

磁気刺激による治療件数
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　　　　　２件

PETを利用した認知症の検査数
(全体)　　　　　　　　 24人

PETを利用した認知症の検査数
(全体)（再掲）　　　　　　　　－人

PETを利用した認知症の検査数
(全体)(再掲)　　    　　　　　０人

年　度　計　画　の　項　目 年　度　計　画　に　係　る　実　績

　認知症医療に関しては、診療科
を横断する体制の推進、循環器・
脳脊髄センターの高度な診断機器
を活用した共同研究などにより提
供する医療の向上に努めるととも
に、県が運営する認知症疾患医療
センターにおける医療提供を推進
する。

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

　　認知症疾患医療センターとして、か
　かりつけ医や地域包括支援センターと
　連携し、紹介患者の検査・診断・治療
　や自動車運転に関する医学的評価を行
　い、患者が地域で生活できるよう多岐
　にわたる医療を提供した。
　　また、認知症に関する研修会の開催
　や自治体、医師会などが主催する研修
　会への講師派遣及び広報誌の発行によ
　り、認知症に対する理解の促進を図る
　とともに､専門医療相談により､患者・
　家族､介護関係機関に対する支援を行っ
　た。
　・相談件数　　　　　　　　　 919件
　（うち地域包括支援センター　　37件）
　・新規外来受診者　　　　　 　445人
　（紹介率　　　　　　　　　　87.2％）
　・自動車運転に関する医学的評価件数
　　　　　　　　　　　　　　　　11件
　・認知症疾患医療センター主催研修
　（共催含む）　　　　　　　　  ６回
　・研修会への講師派遣　　　　  14回
　・認知症疾患医療センター便り  ３回
　（延べ5,401ヵ所の医療機関等へ発送）
　・若年性認知症支援コ－ディネーター
　　による相談・支援　　　　　　35件
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自己評価

■　両センターとも24時間､365日対
応する体制の強化､機能の充実に努
め､特に､循環器・脳脊髄センター
は､救急隊が搬送する患者受入要請
を常に受け入れる。

●　　循環器・脳脊髄センターは、救急隊
　からの要請による患者受入を速やかに
　行うために、メディカルコントロール
　協議会や救急隊との各種研究会に参画
　して連携する。

○　　循環器・脳脊髄センターは、医師が
　県傷病者搬送受入協議会やメディカル
　コントロール協議会に参画して、救急
　隊との連携を強化した。
　・救急隊との症例検討会　　　年２回
　・救急救命士の病院実習　　　　６人

●　　リハセンは、秋田県精神科救急シス
　テムの地域輪番病院及び県拠点病院と
　して、常時患者を受け入れるための体
　制整備に向けて検討する。

○　　リハセンは、常時空床を確保し急患
　の入院に対応するため、精神科救急に
　携わる病棟医、担当看護師長、担当精
　神保健福祉士による体制を検討し整備
　した。
　　整備後は、年間２度の長期連休に備
　えた計画的な病床調整を実施したほか、
　停電時の急患対応を円滑に行うため、
　精神科鑑定室に非常用電源を設置した。

自己評価

■ ●　　効果的な情報発信のあり方を検討す
　る。

○　　看護師等、人材確保対策が必要な職
　種の管理職等が人事担当者と協力して
　情報発信を検討したほか、人材確保に
　かかる効率的な情報発信を行う手段と
　してウェブサイトのリニューアルに着
　手した。

●　　医師確保については多様な情報収集
　と採用活動を行う。

○　　医師専門の人材紹介会社を通じて情
　報を収集し、実際に医師に面談して採
　用活動を行った。

●　　センター間における人事交流を行う。 ○　　センター間において、人事交流を行っ
　た。
　・看護部　　　　　　　　　　　２人
　・機能訓練部　　　　　　　　　２人

●　　両センターが一体的に行う研修につ
　いて、職種別の教育体制を検討する。
　また、職員は各種団体や関連学会が主
　催・運営する研修会や教育システムを
　活用し参加する。

○　　両センターの職種別教育体制の一体
　化について検討するため、両センター
　各職種で行われている研修状況を確認
　した。また、各種関連団体等の学会・
　研修会に参加させ、医療従事者の資格
　維持や育成に努めた。
　・学会、研修会への参加回数
　　循環器・脳脊髄センター 延べ433回
　　リハセン　　　　　　　 延べ355回

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

病院機構の医師数(全体)　63人 病院機構の医師数(全体)　　　　49人 病院機構の医師数(全体)　　　　　39人

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

年　度　計　画　の　項　目

（３）医療従事者の確保・育成

Ａ

Ｂ

年　度　計　画　に　係　る　実　績

年　度　計　画　の　項　目 年　度　計　画　に　係　る　実　績

　③　脳・循環器疾患の三次救急医療と精神科救急の全県拠点病院

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

　労働環境の改善、効果的な情報発
信などにより医療従事者の確保を図
り、特に医師確保については多様な
情報収集と採用活動の強化を行う。

　センター間の人事交流の推進、両
センターが一体的に行う研修・教育
体制の整備、各種団体や関連学会が
主催・運営する研修会や教育システ
ムの活用により医療従事者の育成に
努める。
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自己評価

■ ●　　療養環境やホスピタリティーを患者・
　家族の視点で点検し、評価するための
　方針を検討する。

○　　患者満足度調査を例年同様に実施し、
　療養環境やホスピタリティーに対する
　要望の精査や、一部課題が残り改善を
　要する接遇について検討した。

●（なし） ○（なし）

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

研修会開催回数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 １回

研修会開催回数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　   　　－回

研修会開催回数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　 　　　１回

研修会開催回数(ﾘﾊｾﾝ)　　１回 研修会開催回数(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　－回 研修会開催回数(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　１回

自己評価

■ ●　　法令遵守を点検する体制を整備する。 ○　　内部統制委員会を４回開催し、内部
　統制に関する制度や仕組みを体系的に
　整理した「秋田県立病院機構の内部統
　制」（本編・概要版）を取りまとめた。

●　　リスク管理に関する体制を整備する。 ○　　新たに、各センターにリスク管理部
　門を設置した。

●　　循環器・脳脊髄センターは、第三者
　機関による病院機能の評価について受
　審を検討する。

○　　循環器・脳脊髄センターは、病院機
　能の評価について受審を検討し､新築･
　改修工事終了後に受審することとした。

●　　リハセンは、公益財団法人日本医療
　機能評価機構が実施する病院機能評価
　の再認定を目指す。

○　　リハセンは、公益財団法人日本医療
　機能評価機構が実施する病院機能評価
　について４回目の認定を受けた。
　　　　　　　(H26)　　　　(R1)
　　Ｓ評価　 　1項目　 　 6項目
　　Ａ評価　　90項目　　100項目
　　Ｂ評価　　15項目　　  1項目

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値
研修会職員一人あたり受講回数
（医療安全）
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 ２回

研修会職員一人あたり受講回数
（医療安全）
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 ２回

研修会職員一人あたり受講回数
（医療安全）
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 ２回

研修会職員一人あたり受講回数
（医療安全）(ﾘﾊｾﾝ)　　　２回

研修会職員一人あたり受講回数
（医療安全）(ﾘﾊｾﾝ)　　　２回

研修会職員一人あたり受講回数
（医療安全）(ﾘﾊｾﾝ)　　　２回

研修会職員一人あたり受講回数
（感染管理）
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 ２回

研修会職員一人あたり受講回数
（感染管理）
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 ２回

研修会職員一人あたり受講回数
（感染管理）
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 ２回

研修会職員一人あたり受講回数
（感染管理）(ﾘﾊｾﾝ)　　　２回

研修会職員一人あたり受講回数
（感染管理）(ﾘﾊｾﾝ)　　　２回

研修会職員一人あたり受講回数
（感染管理）(ﾘﾊｾﾝ)　　　２回

　療養環境やホスピタリティーを、
県民や患者・家族の視点から定期
的に点検・評価し、その結果に基
づく改善や職員研修を行う。

　患者の権利を尊重し、患者・家
族が信頼して利用できる医療サー
ビスの体制整備に努める。

年　度　計　画　に　係　る　実　績

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目 年　度　計　画　の　項　目 年　度　計　画　に　係　る　実　績

　定期的に第三者機関による評価
を受け改善に努める。

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

Ａ

（５）より安心で信頼される医療の提供 Ａ

　法令遵守を点検する体制を整備
し、医療安全対策・院内感染対策・
情報セキュリティ対策に関する組
織の強化とともに職員研修、担当
職員の育成を推進する。

（４）患者・家族の視点に立った医療サービスの提供

年　度　計　画　の　項　目
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自己評価

自己評価

■ ●　　研究に専従する研究員を増員する。 ○　　研究に専従する研究員は採用目的を
　明確にし募集したが､採用に至らなかっ
　た。
　　なお、センター内組織に位置づけら
　れた研究所において臨床に応用できる
　研究を推進したほか、県内の２大学と
　それぞれ共同研究を開始した。
　　・臨床応用を重視した院内公募制度
　　　による研究数　　　　　　　20件

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

専従の研究員数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　７人

専従の研究員数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　　　５人

専従の研究員数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　　　４人

自己評価

■ ●　　原著論文を年31件以上発表する。 ○　　原著論文は年29件発表した。うち、
  16件は英文論文である。

●　　研究成果をウェブサイトやマスメディ
　アを活用し県民へ広報する。

○　　研究成果についてはウェブサイトへ
　掲載するとともに、地元新聞を活用し
　県民へ広報した。
　・研究だよりの新聞掲載　　　１回
　　（２月３日　秋田魁新報）

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

原著論文発表件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　35件

原著論文発表件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　31件

原著論文発表件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　　　29件

年　度　計　画　の　項　目

　論文発表を推進し､研究成果をウェ
ブサイトやマスメディアを活用し県
民へ広報する。

（１）循環器・脳脊髄センターの研究体制の強化

Ⅰ　県民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

年　度　計　画　の　項　目

２　医療に関する調査及び研究

年　度　計　画　に　係　る　実　績

Ｂ

　センターの組織に研究所を明確に
位置づけ、診療部門を兼任する研究
員のほかに研究に専従する研究員を
一定数確保し、脳・脊髄・循環器疾
患についてより先駆的な研究及び臨
床に応用できる研究を推進して医療
水準の向上を図る。

Ｂ

Ｂ

年　度　計　画　に　係　る　実　績

（２）研究成果の広報

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目
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自己評価

自己評価

■

●　　循環器・脳脊髄センターは、県の三
　次医療機関として地域連携患者支援室
　を中心に全県域の医療機関への訪問活
　動を実施する。また、回復期リハビリ
　テーションについては脳卒中地域連携
　パス推進のための体制整備を進める。

○　　循環器・脳脊髄センターは、全県域
　の医療機関への訪問活動を実施した。
　・医療機関数　　　　　　　　56機関
　　また、脳卒中地域連携パスの運用を
　推進し、多職種による協議会を定期的
　に開催するなど体制を整備した。
　・脳卒中地域連携協議会　　　年３回

●　　リハセンは、秋田周辺精神科救急医
　療圏及び由利本荘・にかほ精神科救急
　医療圏の輪番制に参加し、当番日には
　対象患者を受け入れるとともに、全県
　拠点病院として、精神科救急医療体制
　連絡調整委員会に参画する。

○　　リハセンは「秋田周辺」及び「由利
　本荘・にかほ」地域の精神科救急医療
　圏の輪番制に参加し患者を受け入れた
　ほか、全県拠点病院として地域拠点病
　院や輪番病院が受け入れできない患者
　を受け入れた。
　　また、全県域の体制を検討する秋田
　県精神科救急医療体制連絡調整委員会
　や「秋田周辺」及び「由利本荘・にか
　ほ」地域における精神科救急医療体制
　地域連絡調整会議に参画した。
　　さらに、今年度から「由利本荘・に
　かほ」地域の輪番担当を１か月当たり
　１日増やし、次年度から「秋田周辺」
　地域の輪番担当を１か月当たり１～２
　日増やすことが決定され、地域病院の
　負担軽減に貢献している。

●　　秋田道沿線地域医療連携協議会にお
　いて関係機関と連携し「脳卒中地域連
　携クリニカルパス」を活用する。

○　　秋田道沿線地域医療連携協議会を開
　催し、関係機関と連携の上、「脳卒中
　地域連携クリニカルパス」を活用した。
　・秋田道沿線地域医療連携協議会
　　　　　　　　　　　　　　　年３回

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

救急搬送件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　660件

救急搬送件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)         600件

救急搬送件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　541件

回復期リハビリテーション病棟新
規入院患者数(ﾘﾊｾﾝ)   　200人

回復期リハビリテーション病棟
新規入院患者数(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　190人

回復期リハビリテーション病棟
新規入院患者数(ﾘﾊｾﾝ)　　　 189人

連携パス使用件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 36件

連携パス使用件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　　　24件

連携パス使用件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　 16件

精神科救急件数(ﾘﾊｾﾝ) 　165件 精神科救急件数(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　165件 精神科救急件数(ﾘﾊｾﾝ)　　　 164件

脳卒中地域連携クリニカルパス使
用件数(ﾘﾊｾﾝ)　　　 　  　175件

脳卒中地域連携クリニカルパス
使用件数(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　165件

脳卒中地域連携クリニカルパス
使用件数(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　 157件

　リハセンは精神科救急の地域の輪
番病院とともに全県拠点病院として
の連携強化に努め、脳卒中地域連携
クリニカルパスを推進する。

年　度　計　画　の　項　目

Ⅰ　県民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

３　医療連携の推進及び地域医療への貢献

　循環器・脳脊髄センターは秋田市
および周辺地域の二次救急医療機関
とともに県の三次医療機関としての
連携強化に努め、回復期リハビリ
テーションの他医療機関との連携パ
スを推進する。

Ｂ

（１）医療連携の推進 Ｂ

年　度　計　画　に　係　る　実　績

　専門性が高く、二次及び三次救急
を担い、回復期リハビリテーション
も提供する病院として地域包括ケア
システムにおける役割を明確にし、
関係機関との連携を強化する。

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目
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自己評価

■ ●　　各種研修会を開催するとともに、医
　療や健康に関してウェブサイトで情報
　を発信し、広報誌を発行する。

○　　各種研修会を開催した。
　　・循環器・脳脊髄センター
　　　　脳卒中予防講演会 　１回 51人
　　　　出前講座(申込制) 　３回230人
　　・リハセン
　　　　リハセン講演会　 　１回 50人
　　医療や健康に関してウェブサイトで
　情報を発信し、広報誌を発行した。
　　・循環器・脳脊髄センター
　　　　医療連携情報誌ぐりあ　　２回
　　・リハセン
　　　　リハセンだより  　　　　２回

●　　また、他医療機関の医療従事者を対
　象とした研修会を開催するとともに、
　職員を講師として派遣する。

○　　他医療機関の医療従事者等を対象と
　した研修会を開催した。
　　・循環器・脳脊髄センター
　　　　保健指導者講習会２回延べ25人
　　・リハセン（各１回）
　　　　精神科ケアシリーズ　　　42人
　　　　リハ科ケアシリーズ　　　61人
　　　　認知症ケアシリーズ　　 285人
　　各医療職の職員を講師として派遣し
　た。
　  ・循環器・脳脊髄センター延べ51人
　　・リハセン　　　　　　　延べ36人
　　なお、秋田大学医学部の学生実習を
　積極的に受け入れた。
　　・循環器・脳脊髄センター　　14人
　　・リハセン　　　   　　　　 28人

●　　医師を対象とした認知症医療の短期
　研修の開催に向けて、プログラムを検
　討する。

○　　リハセンは、医師を対象とした認知
　症医療の短期研修の開催に向けて、プ
　ログラムの内容を検討した。

●　　診療支援を希望する医療機関に対し、
　可能な範囲で医師の派遣を行う。

○　　診療支援を希望する医療機関に対し、
　可能な範囲で医師を派遣した。
　　・循環器・脳脊髄センター
　　　派遣先医療機関　　　　　26機関
　　　派遣医師数　　　　　　延べ39人
　　・リハセン
　　　派遣先医療機関　　　　　11機関
　　　派遣医師数　　　　　　延べ14人

●　　県内医療機関へ画像診断サービスを
　周知し、実施する。

○　　県内医療機関へ画像診断サービスを
　ウェブサイトや広報誌等で周知した。
　　・依頼のあった医療機関数
　　　循環器・脳脊髄センター　41機関
　　　リハセン　　　　　　　　９機関

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

県民向け講演会回数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 ７回

県民向け講演会回数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 　　　　７回

県民向け講演会回数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 　　　　４回

認知症医療短期研修
参加医師数(ﾘﾊｾﾝ)　　　　10人

認知症医療短期研修
参加医師数(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　－人

認知症医療短期研修
参加医師数(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　０人

画像診断サービス提供件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　600件

画像診断サービス提供件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 　　　 503件

画像診断サービス提供件数
（循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　 　　　 632件

画像診断サービス提供件数
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　 　　　250件

画像診断サービス提供件数
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　　　　　 240件

画像診断サービス提供件数
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　　　　　 136件

　医師不足のため診療支援を希望す
る医療機関へ可能な範囲で医師の派
遣を行うとともに、県内医療機関へ
の画像診断サービスを推進する。

　健康寿命延伸に向け県民へ医療や
健康に関する情報を発信するととも
に、他医療機関の医療従事者へ教
育・研修の機会を提供し、医師を対
象に認知症医療の短期研修を行い認
知症患者への対応能力向上を図る。

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目 年　度　計　画　の　項　目

（２）地域医療への貢献　

年　度　計　画　に　係　る　実　績

Ｂ
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自己評価

自己評価

■ ● ○

● ○

自己評価

■ ●　　県内外で開催される研修会や訓練に
　参加して災害派遣精神医療チーム（Ｄ
　ＰＡＴ）隊員の能力向上を図り、発災
　に備える。

○　　県内外で開催された研修会に参加し、
　災害派遣精神医療チーム（ＤＰＡＴ）
　隊員の能力向上を図り、発災に備えた。
　　また、中国湖北省武漢市からの帰国
　者支援のため、ＤＰＡＴを派遣した。
　・研修、訓練等の参加
　　　県総合防災訓練　　　  　　６人
　　　大規模地震時医療活動訓練
　　　（内閣府主催)　　　   　　３人
　　　県ＤＰＡＴ統括者会議　　　１人
　　　秋田大学医学部附属病院総合防災
　　　訓練見学　　　　　　　　　２人
　　　岩手医科大学災害看護研修　３人
　　　統括者/先遣隊技能維持研修及び
　　　先遣隊会議　　　　　　　　３人
　　　青森県ＤＰＡＴ研修会　　　５人
　・ＤＰＡＴ派遣
　　　中国武漢市からの帰国者支援４人

●　　災害拠点精神科病院の指定に向けて
　リハセン内の体制整備を検討する。

○　　災害拠点精神科病院の指定に向けて、
　厚生労働省や秋田県からの情報収集に
　努め、リハセン内の体制整備を検討し
　た。

　　県内外で開催される研修会や訓練に参
　加して災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）
　隊員の能力向上を図り、発災に備える。

Ⅰ　県民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目 年　度　計　画　の　項　目

　災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）
の整備とともに災害拠点病院として
の整備を推進し、県内外で開催され
る研修会や訓練に参加し発災に備え
る。

　　災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）隊員
　の能力向上を図るため、県内外で開催さ
　れた訓練に参加したほか、台風の被災地
　にＤＭＡＴを派遣した。
　・訓練、研修等の参加
　　　秋田県総合防災訓練　　　　　４人
　　　東北ブロックＤＭＡＴ参集訓練
　　　（新潟県）　　　　　　　　　９人
　　　秋田空港消化救難訓練　　　　４人
　　　ＤＭＡＴ技能維持研修(宮城県)６人
　　　ＤＭＡＴ広域医療搬送実機研修
　　　（千葉県）　　　　　　　　　５人
　・ＤＭＡＴ派遣
　　　令和元年台風19号(宮城県)延べ８人

　　秋田県災害医療対策本部のコーディネ
　ートチームへ参画する。

　　秋田県災害医療対策本部のコーディネ
　ートチームに医師２人が災害医療コーディ
　ネーターとして参画した。

　秋田県災害医療対策本部のコー
ディネートチームへ参画する。

年　度　計　画　に　係　る　実　績

（１）循環器・脳脊髄センター

　災害派遣精神医療チーム(ＤＰＡ
Ｔ)の整備とともに災害拠点精神科病
院としての整備を推進し、県内外で
開催される研修会や訓練に参加し発
災に備える。

年　度　計　画　に　係　る　実　績

Ａ

Ａ

Ａ

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

４　災害時における医療救護等

年　度　計　画　の　項　目

（２）リハセン
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自己評価

自己評価

■ ●　　病院機構全体の内部統制体制の整備
　を行う。

○　　内部統制委員会を４回開催し、内部
　統制に関する制度や仕組みを体系的に
　整理した「秋田県立病院機構の内部統
　制」（本編・概要版）を取りまとめた。

●　　事務体制の整備に向けて検討する。 ○　　事務体制の現状を確認し、一体的に
　運営する体制案を検討した。

自己評価

■ ● ○　　データウェアハウスに診療の各種デ
　ータを一元化した。また、経営状態の
　定期評価に向け、原価計算システムを
　構築し、稼働に向けて準備した。

自己評価

自己評価

■ ●　　病院経営を希望する職員を計画的に
　採用する。

○　　本部事務局及び循環器・脳脊髄セン
　ターに、病院経営を目指す職員を採用
　した。

●　　病院経営管理士資格取得のための教
　育プログラムを受講させる。

○　　病院経営管理士資格取得のための教
　育プログラムの受講を開始した。
　　・病院経営管理士教育プログラム
　　　受講者　　　　　　　　　　１人

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

病院経営管理士資格所持者数
（全体）　　　　　　　　５人

病院経営管理士資格所持者数
（全体）　　　　　　　　　　　　２人

病院経営管理士資格所持者数
（全体）　　　　　　　　　　　　２人

年　度　計　画　の　項　目 年　度　計　画　に　係　る　実　績

Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

（１）病院機構全体を一体的に運営する効率的な体制の構築

　　経営指標を定期的に評価するためのシ
　ステムを構築する。

　病院経営を希望する職員を計画的に採
用し、各種研修会の受講、病院経営に関
する資格の取得、指導的立場の人材育成
などにより病院経営に精通した人材の確
保と育成に努める。

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目 年　度　計　画　の　項　目

２　病院経営に携わる事務部門の職員の確保・育成　

１　効率的な運営体制の構築

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

Ａ（２）経営改革

年　度　計　画　の　項　目

Ａ

年　度　計　画　に　係　る　実　績

Ａ

Ａ

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

Ａ

Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

年　度　計　画　に　係　る　実　績

　経営指標を定期的に評価し、経営
改善の計画を策定し実施する。

　地方独立行政法人法の一部改正
に伴う内部統制体制の整備を行う
とともに、病院機構を一体的に運
営する事務体制の整備を推進する。
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自己評価

自己評価

■ ●　　循環器・脳脊髄センターは、県の三
　次医療機関として地域連携患者支援室
　を中心に全県域の医療機関への訪問活
　動を実施する。また、回復期リハビリ
　テーションについては脳卒中地域連携
　パス推進のための体制整備を進める。

○　　循環器・脳脊髄センターは全県域の
　医療機関への訪問活動を実施した。
　・医療機関数　　　　　　　　56機関
　　また、脳卒中地域連携パスの運用を
　推進し、多職種による協議会を定期的
　に開催するなど体制を整備した。
　・脳卒中地域連携協議会　　　年３回
　　　　　　　　　　　　　　　【再掲】

●　　リハセンは、秋田周辺精神科救急医
　療圏及び由利本荘・にかほ精神科救急
　医療圏の輪番制に参加し、当番日には
　対象患者を受け入れるとともに、全県
　拠点病院として、精神科救急医療体制
　連絡調整委員会に参画する。

○　　リハセンは「秋田周辺」及び「由利
　本荘・にかほ」地域の精神科救急医療
　圏の輪番制に参加し患者の受け入れた
　ほか、全県拠点病院として地域拠点病
　院や輪番病院が受け入れできない患者
　を受け入れた。
　　また、全県域の体制を検討する秋田
　県精神科救急医療体制連絡調整委員会
　や「秋田周辺」及び「由利本荘・にか
　ほ」地域における精神科救急医療体制
　地域連絡調整会議に参画した。
　　さらに、今年度から「由利本荘・に
　かほ」地域の輪番担当を１か月当たり
　１日増やし、次年度から「秋田周辺」
　地域の輪番担当を１か月当たり１～２
　日増やすことが決定され、地域病院の
　負担軽減に貢献している。
　　　　　　　　　　　　　　　【再掲】

●　　秋田道沿線地域医療連携協議会にお
　いて関係機関と連携し「脳卒中地域連
　携クリニカルパス」を活用する。

○　　秋田道沿線地域医療連携協議会を開
　催し、関係機関と連携の上、「脳卒中
　地域連携クリニカルパス」を活用した。
　・秋田道沿線地域医療連携協議会
　　　　　　　　　　　　　　　年３回
　　　　　　　　　　　　　　　【再掲】

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

病床利用率
(循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　83.5％

病床利用率
(循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　　91.3％

病床利用率
(循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　  79.8％

病床利用率(ﾘﾊｾﾝ)　　　87.0％ 病床利用率(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　86.2％ 病床利用率(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　86.3％

Ｂ３　収入の確保、費用の節減

Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

Ｂ（１）収入の確保　

年　度　計　画　の　項　目 年　度　計　画　に　係　る　実　績中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

　救急隊や他医療機関との連携強
化、医療機能の広報などにより病
床利用率の向上に努めるとともに、
診療報酬改定へ迅速・適切に対応
する。
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自己評価

■ ●　　物流システムの導入による在庫管理
　の徹底、複数年契約や一括の単価契約
　など多様な契約手法を活用する。

○　　新物流システムの導入により在庫定
　数管理を徹底し、さらに医事システム
　や手術システムとの連携を図ったほか、
　複数年契約や複数単価契約などの多様
　な契約手法を活用した。

●　　診療材料の類似品目の集約化により
　コストを抑える。

○　　医療従事者用防護具製品の種別を集
　約して単価を引き下げた。

●　　また、後発医薬品については、使用
　頻度の高い薬剤について切り替えを進
　める。

○　　後発医薬品については、重点的な管
　理項目にとりあげてその割合を管理し、
　切り替えを推進した。

平成35年度の計画値 平成31年度の計画値 令和元年度の実績値

材料費の対医業収益比率
(循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　30.4％

材料費の対医業収益比率
(循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　　28.0％

材料費の対医業収益比率
(循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　　23.3％

ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品採用率(数量ﾍﾞｰｽ)
(循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　37.0％

ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品採用率(数量ﾍﾞｰｽ)
(循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　　36.5％

ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品採用率(数量ﾍﾞｰｽ)
(循環器・脳脊髄ｾﾝﾀｰ)　　　　39.8％

材料費の対医業収益比率
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　14.3％

材料費の対医業収益比率
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　　　　14.6％

材料費の対医業収益比率
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　　　　14.0％

ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品採用率(数量ﾍﾞｰｽ)
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　75.0％

ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品採用率(数量ﾍﾞｰｽ)
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　　　　71.0％

ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品採用率(数量ﾍﾞｰｽ)
(ﾘﾊｾﾝ)　　　　　　　　　　　70.8％

Ｂ

中　　期　　計　　画　　の　　項　　目

（２）費用の節減

年　度　計　画　の　項　目 年　度　計　画　に　係　る　実　績

　費用対効果の検討による費用の
節減､予算執行の管理・審査体制の
強化､多様な契約手法の活用や競争
原理の徹底､医薬品・診療材料の在
庫管理の徹底､後発医薬品への切り
替えに努める｡
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